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開
始
1
3
年
－
人
と
地
域
生
態
系
の
関
わ
り
を

重
視
し
た
「
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
」

扉
市
型
土
壌
の
改
善
」
と
「
ご
み
減

量
化
」
問
題
か
ら
始
ま
っ
た
事
業
化

東
京
都
江
東
区
に
お
け
る
緑
の
リ
サ
イ

タ
ル
事
業
は
、
公
園
、
道
路
、
学
校
な
ど

の
公
共
施
設
か
ら
発
生
す
る
、
み
ど
り
の

発
生
材
　
（
努
定
枝
葉
、
伐
採
木
・
根
、
刈

草
、
落
葉
）
　
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
チ
ッ

プ
化
、
堆
肥
化
を
行
い
、
再
び
植
栽
地
土

壌
に
還
元
す
る
地
域
循
環
シ
ス
テ
ム
で
あ

り、は、

都
市
型
土
壌
の
改
善
」
　
と
　
「
ご
み

九
九
〇
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

事
業
を
始
め
る
背
景
と
な
っ
た
の

減
量
佗
」
　
と
い
う
、
主
と
し
て
二
つ
の
問

題
で
あ
り
、
江
東
区
と
い
う
地
域
特
性
が

孝
計
る
問
題
を
大
き
く
反
映
し
て
い
る
。

区
内
の
植
栽
地
土
壌
の
多
く
は
、
長
年

に
渡
る
都
市
開
発
や
度
重
な
る
除
草
、
清

掃
や
過
度
の
努
定
、
ま
た
、
周
囲
の
都
市

環
境
の
影
響
を
受
け
、
①
無
構
造
土
壌
、

②
が
れ
き
・
爽
雑
物
の
混

入
、
③
乾
燥
化
、
④
ア
ル

カ
リ
化
、
⑤
腐
植
・
窒
素

欠
乏
な
ど
の
問
題
を
抱
え

て
い
た
。
一
方
、
緑
地
管
理
作
業

の
な
か
で
、
樹
木
努
定
、

除
草
、
清
掃
作
業
の
占
め

る
割
合
は
大
き
く
、
そ
こ

か
ら
発
生
す
る
膨
大
な
植

物
質
発
生
材
は
、
本
事
業

が
始
ま
る
ま
で
、
処
分
費

を
計
上
す
る
形
で
、
埋
め

立
て
処
分
さ
れ
て
い
た
。

土
地
の
大
部
分
が
埋
立
地

で
形
成
さ
れ
て
き
た
江
東

区
と
し
て
は
、
こ
の
双
方

の
問
題
を
解
決
し
、
し
か

も
管
理
が
比
較
的
粗
放
か

つ
容
易
で
、
大
量
の
処
理

が
で
き
、
生
態
系
の
物
質



図2　線のリサイクルの利用形態

表　緑のリサイクル事業の13年のあゆみ

開始年度 �線のリサイクル事業 �区開運事業 �国の動き 

1990年 �線のリサイクル事業開始：区の管理する街路 樹と公園からの発生材のすべてをリサイクル する。苗木即売会で区民への堆肥無料配布 � � 

1991年 �（区の管理する施設全体からの発生材の受け 入れ．区の公園や街路樹植栽工事にリサイク ル堆肥の使用を組み込む） �身近な自然を再生・復元する空間として公園 エコスペースの設置開始 � 

1994年 � �公園に続き、学校エコスペースの設置開始 �環境基本計画策定、都市緑地保全法一部改正 （線の基本計画の策定など）、線の政策大綱 

1995年 � � �生物多様性国家戦略、郡市緑地保全法一部改 正（市民緑地制度、緑地管理機儀制度など） 

1996年 � �環境基本計画策定：環境施策を体系化する。 自然とのつきあい宇美の1つとしてネイチャ ーリーダー講座が始まる � 

1998年 �教育施設と連携し、小中学校、幼稚周、保育 �エコスペースの環境管理を行うボランティア � 園へ原木、樹名板、チップ、堆肥の定期配布 �団体として「江東区エコスペースボランティア」 
を始める �発足 

1999年 �素材利用の拡大：原木をスライス利用した樹 名板作成やイベントでの木工教室開始 � � 

2000年 �事業パンフレット「緑のリサイクルって何？」 を作成 �線のボランティア団体として、「みどりネッ �循環型社会形成推進基本法制定 
卜Koto」発足 

2001年 �「緑のリサイクルって何？（線を管理する人の ための手引き）」作成 � � 

2002年 �堆肥の循環利用（種菌の考え方を導入）、笥引 分けによる品質の向上 �親水公園内にある田んぼでのボラン千才1ァ団 体として「江薫区民の由ぷ楓開披 �鏡台的な学習の時間ゐ導入－∴／・オー・J 
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循
環
に
合
致
し
て
い
る
方
法
と
し
て
、
暫

定
枝
な
ど
の
チ
ッ
プ
化
、
堆
肥
化
を
中
心

と
し
た
シ
ス
テ
ム
を
選
択
し
た
り
。

江
東
区
内
の
緑
地
管
理
業
務
の
な
か
で

発
生
す
る
努
定
枝
は
、
江
東
区
立
潮
見
運

動
公
園
内
に
設
置
し
た
　
「
緑
の
リ
サ
イ
ク

ル
施
設
」
　
に
搬
入
さ
れ
、
粉
砕
機
で
細
か

く
チ
ッ
プ
化
さ
れ
、
屋
根
の
あ
る
堆
肥
化

施
設
で
三
～
六
カ
月
を
か
け
て
堆
肥
に
す

る
　
（
写
真
1
）
。

ま
た
、
刈
草
、
落
葉
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
指
定
の
公
園
施
設
に
搬
入
さ
れ
、

そ
の
ま
ま
、
堆
肥
化
す
る
。
で
き
た
堆
肥

に
つ
い
て
は
、
植
栽
地
に
還
元
し
、
ま
た
、

イ
ベ
ン
ト
時
に
は
、
区
民
に
無
料
配
布
を

行
う
。

地
域
住
民
が
主
体
的
に
関
わ
る

「
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
」

事
業
開
始
一
三
年
を
経
過
し
、
「
緑
の

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
」
　
を
取
り
巻
く
状
況
は

大
き
く
変
化
し
た
。

土
壌
改
良
作
業
と
し
て
、
植
栽
地
へ
の

●



チ
ッ
プ
に
よ
る
マ
ル
チ
ン
グ
や
堆
肥
の
敷

き
均
し
、
す
き
込
み
は
、
通
常
の
緑
地
管

理
業
務
の
一
環
と
し
て
定
着
し
た
。

ま
た
、
公
園
や
学
校
校
庭
な
ど
の
身
近

な
場
所
に
生
物
の
生
息
空
間
を
取
り
戻
す

「
ポ
ケ
ッ
ト
エ
コ
ス
ペ
ー
ス
事
業
」
　
や
、

地
域
の
自
然
の
な
か
で
活
動
す
る
人
材
を

発
掘
・
育
成
す
る
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
リ
ー
ダ

ー
講
座
」
が
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
環
境
教
育
分
野
を
中
心
と
し

た
、
関
連
事
業
の
実
施
に
よ
る
、
場
の
設

定
・
増
加
や
人
材
の
活
発
化
に
伴
い
”
、

そ
れ
ら
と
深
く
結
び
つ
く
形
で
、
よ
り
多

様
な
利
用
形
態
を
持
つ
シ
ス
テ
ム
と
し
て

成
長
し
た
（
図
1
）
。

特
に
、
自
然
の
物
質
循
環
を
取
り
戻
す

た
め
に
、
地
域
の
人
た
ち
が
主
体
的
に
関

わ
る
仕
組
み
を
進
化
さ
せ
た
こ
と
で
、
事

業
開
始
当
初
の
背
景
か
ら
大
き
く
発
展
し

た
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
”
。
現
在
は
、

緑
地
運
営
に
お
け
る
骨
格
を
な
す
事
業
で

あ
り
、
地
域
に
お
け
る
物
質
循
環
系
、
自

然
生
態
系
・
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
繋
げ
る
核
と
な
っ

て
い
る
。
最
初
に
チ
ッ
プ
化
、
堆
肥
化
が
あ
る
の

で
は
な
く
、
地
域
内
で
小
さ
く
循
環
さ
せ
、

そ
こ
に
主
体
的
に
人
が
関
わ
る
仕
組
み
を



写真4　輪切り枝や原木丸太を利用した木工教皇
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つ
く
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
仕
組
み
全

体
を
身
近
な
場
所
で
目
に
見
え
る
形
に
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

具
体
的
な
事
業
内
容
と
し
て
は
、
素
材

の
段
階
に
よ
っ
て
、
①
原
木
の
利
用
、
②

生
き
も
の
た
ち
の
す
み
か
と
し
て
の
利

用
、
③
リ
サ
イ
ク
ル
チ
ッ
プ
の
利
用
、
④

リ
サ
イ
ク
ル
堆
肥
の
利
用
ま
で
、
四
つ
の

利
用
形
態
を
柱
と
し
て
事
業
を
進
め
て
い

る
　
（
図
2
）
。

原
木
利
用
例
と
し
て
は
、
生
物
の
生
息

環
境
の
保
全
育
成
で
あ
る
丸
太
野
積
み

（
写
真
2
）
、
丸
太
木
橋
　
（
写
真
3
）
、
テ

ー
ブ
ル
、
ベ
ン
チ
、
柵
、
丸
太
土
留
め
、

樹
名
板
な
ど
の
ク
ラ
フ
ト
利
用
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
利
用
方
法
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
や

環
境
保
全
意
識
の
普
及
啓
発
に
効
果
を
あ

げ
て
い
る
。

1
0
万
山
の
勢
定
枝
な
ど
が
搬
入
－
・

「
み
ど
り
の
発
生
材
」
を

住
民
の
生
活
と
密
着
し
た
も
の
に
ー
・

二
〇
〇
〇
年
度
実
績
を
見
る
と
、
搬
入

量
と
し
て
、
勢
定
枝
・
伐
採
樹
木
・
根
が

一
万
〇
、
一
八
二
・
五
戒
、
落
葉
・
刈
草

が
三
、
〇
一
七
d
あ
り
、
ニ
ー
ト
ラ
ッ
ク

換
算
で
四
、
四
四
〇
台
が
運
び
込
ま
れ
た
。

こ
の
な
か
で
チ
ッ
プ
化
さ
れ
た
の
は
、
一
、

八
六
六
・
五
戒
（
出
来
高
容
積
）
で
あ
り
、

さ
ら
に
堆
肥
化
さ
れ
た
も
の
は
二
二
九
・

一
感
　
（
出
来
高
容
積
）
あ
っ
た
。

一
九
九
八
年
度
よ
り
、
小
・
中
学
校
や

幼
稚
園
、
保
育
園
に
希
望
を
と
り
、
春
・

秋
年
二
回
の
定
期
配
布
を
行
っ
て
い
首
。

二
〇
〇
〇
年
度
秋
季
実
績
と
し
て
、
三
〇

校
（
区
立
小
・
中
学
校
の
四
四
％
）
、
三

六
園
（
区
立
幼
稚
園
・
保
育
園
の
五
八
％
）

に
対
し
て
、
堆
肥
を
五
六
・
四
由
、
輿
チ
ッ

プ
を
五
・
九
九
d
、
樹
名
板
（
ス
ラ
イ
ス

材
）
　
を
五
三
二
枚
、
原
木
丸
太
を
二
三

本
供
給
し
た
。

ま
た
、
区
民
向
け
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
開

催
時
に
、
輪
切
り
板
や
原
木
丸
太
を
利
用

し
た
木
工
教
室
を
行
う
こ
と
で
、
堆
肥
無

料
配
布
と
と
も
に
、
区
民
に
よ
り
親
し
ま

れ
る
形
態
と
な
っ
て
い
る
　
（
写
真
4
）
。

こ
の
よ
う
に
、
素
材
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階

で
発
生
材
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

利
用
形
態
が
多
様
化
し
、
チ
ッ
プ
化
、
堆

肥
化
利
用
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
で
植
栽
地

土
壌
の
保
全
だ
け
を
求
め
て
い
る
初
期
段

階
と
比
較
し
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
大
幅
に

安
定
し
た
。

こ
の
活
用
方
法
の
も
つ
利
点
は
、
従
来

み
ど
り
の
発
生
材
が
住
民
の
生
活
に
密
着

し
て
い
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
人
ど
う

●

●

●

●

　

　

　

　

　

●
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し
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
、
人
的
広
が
り

を
通
じ
た
楽
し
み
や
充
実
感
を
持
て
る
こ

と
で
あ
る
。

二
〇
〇
〇
年
度
に
は
、
こ
の
事
業
に
つ

い
て
区
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
P
R
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
小
冊
子
「
緑
の
リ
サ

イ
ク
ル
っ
て
何
？
」
を
発
行
し
た
曾
　
こ

こ
で
は
、
「
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
」
　
の
基
本

的
考
え
方
か
ら
利
用
方
法
ま
で
を
「
地
域

循
環
系
の
回
復
」
、
「
地
域
生
態
系
の
保
全
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
他
の
事
業
と
の
関

わ
り
も
含
め
て
ま
と
め
た
。

こ
の
よ
う
に
現
在
で
は
、
「
地
域
生
態

系
」
　
と
　
「
人
」
　
と
が
関
わ
る
こ
と
で
さ
ま

ざ
ま
な
機
関
と
の
連
携
が
取
れ
、
事
業
が

よ
り
地
域
の
生
態
系
に
関
わ
る
よ
う
に
運

用
し
て
い
る
。

地
域
に
根
づ
い
た

事
業
と
し
て
展
開

今
年
度
か
ら
は
以
下
の
点
に
重
点
を
置

き
、
さ
ら
に
地
域
に
根
づ
い
た
事
業
と
し

て
展
開
さ
せ
る
計
画
で
あ
る
。

U
循
環
利
用

堆
肥
づ
く
り
作
業
に
お
い
て
、
従
来
使

用
し
て
い
た
発
酵
促
進
剤
の
混
入
を
止

め
、
完
成
堆
肥
を
粒
度
調
整
機
で
、
堆
肥

部
分
と
粗
い
チ
ッ
プ
　
（
種
菌
）
部
分
に
鯨

い
分
け
る
。
こ
う
し
て
で
き
た
種
菌
を
発

酵
促
進
剤
と
し
て
堆
肥
づ
く
り
に
循
環
利

用
す
る
も
の
で
、
節
い
分
け
に
よ
る
堆
肥

の
品
質
も
向
上
す
る
。

S
土
壌
管
理
計
画
の
検
討

現
地
判
断
で
行
わ
れ
て
い
る
現
状
で
の

土
壌
改
良
作
業
に
つ
い
て
、
土
壌
管
理
の

視
点
で
、
計
画
的
、
効
率
的
な
植
栽
環
境

整
備
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
植
栽
地
土
壌

へ
の
リ
サ
イ
ク
ル
堆
肥
の
混
入
に
よ
り
、

良
好
な
表
土
へ
と
遷
移
し
っ
つ
あ
る
が
、

今
ま
で
そ
の
判
断
は
経
験
値
に
任
さ
れ
て

いた。こ
の
事
業
の
調
査
業
務
の
な
か
で
、
土

壌
及
び
植
物
の
生
育
状
況
を
調
査
し
、
緑

地
ご
と
の
植
栽
地
台
帳
を
作
成
中
で
あ
る

が
　
（
約
三
分
の
一
ま
で
調
査
終
了
）
、
こ

の
結
果
を
、
良
好
な
土
壌
を
保
全
す
る
た

め
の
計
画
づ
く
り
に
役
立
て
る
。

川
各
緑
地
管
理
者
へ
の
手
引
き
を
作
成

二
〇
〇
〇
年
に
発
行
し
た
一
般
向
け
の

小
冊
子
「
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
っ
て
何
？
」

に
続
き
、
現
在
は
緑
地
管
理
者
の
た
め
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
侭
成
中
で
あ
る
。

努
定
や
草
刈
の
頻
度
や
方
法
に
よ
っ

て
、
発
生
量
は
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
そ

こ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
緑
地
管
理
者
の
意
識

が
反
映
さ
れ
る
。
自
然
界
で
は
、
当
り
前

の
こ
と
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム

を
、
．
都
市
の
な
か
で
一
つ
ず
つ
解
決
し
て

い
く
こ
と
、
そ
の
主
体
が
私
た
ち
都
市
住

民
で
あ
る
こ
と
、
し
そ
の
意
識
や
行
動
が
大

き
く
環
境
問
題
に
係
っ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
、
緑
を
管
理
す
る
そ
れ
ぞ
れ
が
認
識

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
緑

地
管
理
者
ど
う
し
が
考
え
な
が
ら
、
各
種

の
作
業
を
進
め
、
こ
の
事
業
の
求
め
る
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
さ
ら
に
多
く
の
人
た
ち
に
伝

え
て
ほ
し
い
と
考
え
る
。

㈲
個
々
の
単
位
で
の
循
環
を
増
や
す

「
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
　
が
行
わ

れ
て
い
る
緑
地
に
つ
い
て
は
、
管
理
の
際

に
発
生
す
る
落
ち
葉
や
刈
草
に
つ
い
て
、

腐
葉
土
化
や
生
物
生
息
空
間
と
し
て
再
利

用
す
る
要
望
が
大
き
い
た
め
、
そ
の
緑
地

内
で
小
さ
く
循
環
で
き
る
よ
う
に
　
「
堆
肥

ボ
ッ
ク
ス
」
を
設
置
し
た
り
、
堆
積
場
所

を
確
保
し
た
り
し
て
、
活
用
を
図
る
。
ま

た
、
そ
こ
で
は
、
草
刈
頻
度
を
落
と
す
な

ど
発
生
量
抑
制
も
同
時
に
解
決
さ
れ
る
。

今
後
、
「
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」

が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
と
き
、
よ
り
小
さ

な
個
々
の
単
位
で
の
循
環
が
広
が
る
。

’

地
域
生
態
系
を

保
全
育
成
す
る
仕
組
み
と
し
て

「
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
」
に
お
け
る
．
循
環
1

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
嘩

域
特
性
が
あ
り
、
運
営
す
る
上
で
は
そ
の

地
域
性
を
生
か
し
た
形
の
シ
ス
テ
ム
、
を
育

て
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
一

ま
た
、
地
域
循
環
を
妨
げ
て
い
る
要
因

に
よ
っ
て
、
「
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
」
に
屡

み
出
せ
な
い
場
合
は
、
近
隣
の
行
政
学
佐
川
＼

と
補
完
し
合
う
こ
と
も
含
め
、
で
き
る
こ

と
か
ら
段
階
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
－

大
切
で
あ
ろ
う
。

江
東
区
で
は
、
今
後
の
都
市
に
お
け
る

緑
地
管
理
の
理
念
と
し
て
、
①
健
康
な
植

物
育
成
、
②
植
物
生
理
特
性
の
尊
重
∵
⑨

環
境
負
荷
の
低
減
、
④
土
壌
環
境
の
保
全
、

⑤
生
物
多
様
性
の
確
保
、
⑥
協
働
関
係
の

重
視
、
⑦
未
来
へ
の
継
承
、
の
七
つ
の
視

点
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

東
京
は
江
戸
と
呼
ば
れ
て
い
た
頃
、
縁

豊
か
な
　
「
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
」
　
と
し
て
、

世
界
中
に
そ
の
存
在
を
知
ら
れ
て
い
た
。

多
く
の
人
口
を
抱
え
な
が
ら
、
街
な
か
に

大
き
な
緑
地
を
備
え
、
海
や
陸
は
豊
か
な

自
然
に
恵
ま
れ
、
農
・
漁
業
も
日
常
生
活



作業内容 

1 �準備作業 

2 �粉砕作業 

3 �堆肥づくり作業 

4 �植込み地還元作業 

5 �土壌分析作業 

6 �素材利用 

7 �調査業務 
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●

の
隣
で
営
ま
れ
て
い
た
。
現
在
で
い
う

「
循
環
型
社
会
」
　
と
　
「
自
然
と
の
共
生
」

を
世
界
一
の
人
口
を
抱
え
た
都
市
で
両
立

さ
せ
て
い
た
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
に
は
江
戸
で
暮
ら
す

人
び
と
の
細
や
か
な
工
夫
が
編
み
込
ま
れ
げ

て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
今
後

も
人
が
主
体
と
な
っ
て
、
地
域
生
塵
系
を

保
全
育
成
す
る
仕
組
み
と
し
て
　
「
緑
の
リ

サ
イ
ク
ル
事
業
」
　
を
育
て
て
い
き
た
い
。

田
　
　
　
　
　
　
（
き
よ
た
・
ひ
で
お
）
‥

【注】〓
「
落
葉
・
努
定
樹
木
の
処
理
と
活
用
－
革

の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
か
ら
」
　
清
田
秀
雄

（
「
緑
の
読
本
」
「
公
害
と
対
策
」
臨
時
増
刊
）

第
二
七
巻
第
六
号
六
〇
～
六
八
ペ
ー
ジ
、

公
害
対
策
技
術
同
友
会
）
一
九
九
一
年

の
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座
と
受
講

生
の
地
域
活
動
に
つ
い
て
」
　
清
田
秀
雄

（
日
本
環
境
教
育
学
会
第
九
回
大
会
（
大
阪
）

発
表
要
旨
集
四
九
ペ
ー
ジ
）
一
九
九
八
年

聖
人
が
主
体
と
篭
っ
て
繋
ぐ
地
域
生
凄
系
保

全
・
育
成
の
仕
組
み
」
清
田
秀
雄
、
閑
雄
一
、

荻
野
浮
司
（
「
造
園
技
術
報
告
集
2
0
0
1
」

二
二
九
～
一
四
一
ペ
ー
ジ
）
二
〇
〇
一
年

射
「
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
つ
て
何
？
」
（
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
）
　
江
東
区
　
二
〇
〇
〇
年




